
 

 
 

 ペルセウス座流星群観察しよう 

① はじめに 

  近ごろは、ニュース

や天気よほうの季節の

話題の中でよく紹介さ

れるようになりました。

すっかり夏の風物詩に

なったペルセウス座流

星群。都会ではなかな

か見られない流れ星を

見つけるいい機会です。 

 今年は、８年ぶりの

大チャンスの年といわ

れています。夜中や夜

明け前に起きたりと大

変なこともありますが、

家の人といっしょにか

んさつをしてみましょ

う。 

 

② 流星の見える時 

  

 ペルセウス座流星群

は７月の中旬から８月

の中旬ごろまで活動し

ますが、数が増えてく

るのが、８月 １１日、

１２日、１３日の三晩

です。その中でも特に多いのが８月１２日から１３日にかけてです。 

極大(きょくだい）の時こくは、１３日午前４時ごろと発表されています。極大とは、流星群の活

動が最も活発になる時こくのことです。 

 

③ 大チャンスなのはどうして？ 

 

●チャンスのわけ１・・・月がないので、流星をじゃまする光がありません。月（四日月）は    

            １２日の午後９時ごろにはしずんでしまいます。 

 

●チャンスのわけ２・・・極大の時こくが夜です。極大の時こくが昼間だと当ぜん前の夜かその 

            あとの夜に見ることになり、流星の数がへってしまいます。今回は、 

            極大が１３日午前４時ごろです。４時というと東の空が白み始めてく 

            るので、３時ごろには、空の暗いところでは、１時間あたり５０個く 

            らいの流星が見られるとよそうされています。ちょうどその時間には、 

             ペルセウス座も空の高いところにやってきて、四方にふるように見え 
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           ることでしょう。（上の図を参考）ちょうど明け方が極大の時こくに重 

           なる日本が世界の中での特等席というわけです。次にこのように条件が 

           そろうのは８年後の西れき 2029年のことです。 

 

④ けっきょくいつ見ればいいの？ 

 

８月１１日（水） ２２時くらいから１２日（木）の明け方まで 

８月１２日（木） ２２時くらいから１３日（金）の明け方まで ◎特に１３日明け方３～４時 

８月１３日（金） ２２時くらいから１４日（土）の明け方まで       ごろに極大予想 

 

 天気のこともあるので、極大前後の日もチェックしてみましょう。こんなに起きていられない

し、１回で決めたい！という人は、１３日明け方３時前後（１２日の続きなので日づけを間ちが

えないように）に起きて、空をあおいでみましょう。 

一般には、宵のうちより明け方の方が多く流星が見られる（地球の自転と公転の方向の関係で。 

（台風の進行方向右がわの方が風が強いこととよくにたしくみ））と言われていますから、でき

れば明け方に起きてみるといいでしょう。 

 

⑤ 空のどこを見ればいいの？ 

 

 放射点（ほうしゃてん）から全天に広がるように見えるので、どの方向を向いていても流れ星

を見ることができます。都会ではなかなかありませんが、できるだけ広い空をみわたせるところ

で、街灯や広告とうなどの光がじかに目に入らないところをさがしましょう。レジャーシートな

どをひいて、ねころんで観察できればいいのですが。 

 

⑥ くもってしまったら？ 

 今のところ週間予報はあまりよくありません。新聞社の Youtube チャンネルが長野とハワイの

マウナケア山からの生中継を予定しています。他にも、予定しているサイトがあるかもしれない

ので、調べてみましょう。 

https:www.youtube.com/c/astroasahi/ 

 

⑦ おわりに 

    

  こどもだけでとおくにいってかんさつをしてはいけません。またどうろなどキケンなばしょで

のかんさつもやめましょう。かならずおとなといっしょにやりましょう。また、しんがたコロナ

ウイルスのかんせんをふせぐため、すくないにんずうでかんさつしましょう。 

 

くわしい資料があります。 

https://www.nao.ac.jp/contents/astro/sky/2021/08/perseids2021-factsheet.pdf 

 

 


